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残暑の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、株式会社エス・エム・エス（本社所在地：東京都港区、代表取締役社長:諸藤周平、以下当社）は

「高齢社会に適した情報インフラを構築することで価値を創造し社会に貢献し続ける」という企業理念のもと、

介護・医療・アクティブシニア分野において、主に人材紹介事業、メディア事業（求人広告、資格講座情報）を

展開しております。

現在、介護・医療・アクティブシニア分野に特化した求人情報、従事者コミュニティサイト、介護事業者向けビ

ジネスポータルサイトなど計24のサービスを運営しています。(2009年8月20日現在）

その中、当社の持つ事業者、従事者、エンドユーザの情報を集計・分析し、「医療業界の現状」を継続的に

発信していく活動に取り組んでおります。

この中にある記事や医療における各種データ、その他医療における取材や調査の相談につきましては当社広

報担当までご連絡ください。

お問い合わせ先
株式会社エス・エム・エス（東証マザーズ上場 証券コード：2175）

広報担当 西原（にしはら）
TEL：03-5730-0547（直通） e-mail：prinfo@bm-sms.co.jp

1. 【最新Topics】（増えない訪問看護ステーション）

医療に関する課題の一つとして「在宅医療」が進まない現状があります。

その中核を担う訪問看護ステーションがなぜ増えないのかについてレポートいたします。

2. 【シリーズ「採用の現場」】（第3回：看護師が大事にされているという雰囲気作り）

有効求人倍率が約2倍と依然厳しい状況が続く看護師採用の現場で行われている、病院の看護師

確保及び定着に向けた取り組みをご紹介いたします。

3. 【数字で見る医療の実態】

当社で展開している求人広告サービスで収集したデータをもとに、看護師の転職にまつわるデータをいち

早く集計してお届けいたします。

Vol.2 ラインナップ
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日本における高齢化は世界に例のない早いスピードで進んでいる。具体的には

65歳以上の割合が2005年に20%を突破し、このペースで進むと2025年には30%、

2055年には40%を超えると予想されている。

また、医療技術の進歩により、末期がんや神経難病など医療依存度の高い患

者がこれまで不可能だった在宅治療を受けられるケースが増えることが予想されて

いる。

その中、高齢者の人口増に伴い、在宅医療の重要性が増す中、厚生労働省

が2000年から進めてきた高齢者の保健福祉施策の充実を図った5カ年計画「ゴー

ルドプラン21」では在宅医療の拠点である「訪問看護ステーション」を2000年度の

約5,000ヶ所から2005年度には、9,900ヶ所まで増やす計画が示されていた。

しかし、事業所（訪問看護請求事業所）について見てみると、2006年4月時点

では約8,500カ所であったが、2009年4月時点では病院・診療所による訪問看護

事業所数が3年前に比べて約23%減尐したため、合計で約7,800カ所となっている。

そのうち、訪問看護ステーション数については約5,500カ所と横ばい傾向が続いて

おり、厚労省が掲げた2005年度の目標9,900カ所には程遠い結果となっている。

（図1）

重要性の増す「在宅医療」

伸び悩む訪問看護サービス

【最新Topics】（増えない訪問看護ステーション）
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今後の高齢社会を支える上で医療分野において大きな役割を担う「在宅医療」。その中核を担う訪問看護

サービスは需要が大きく見込まれる一方で、事業所数は減尐傾向をたどっている。その原因として訪問看護

サービスを担う看護師が不足していることが大きく関係していることが分かった。訪問看護サービスの拡大のため

には担い手となる看護師の人材確保が不可欠と言える。

Vol.2～増えない訪問看護ステーション～

【図1：訪問看護請求事業所数】

厚生労働省「2006年-2009年介護給付費実態調査月報」調べ

Ӵ̬ ̏
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また、利用者（訪問看護受給者）について見てみると、2006年4月は約25.7万

人であったが、2009年4月では約23.6万人となっており、訪問看護事業所の減尐

に連動して近年減尐傾向となっている。（図2）

このように、訪問看護サービス自体は縮小傾向にある一方で、平成20年厚労

省「第1回終末期医療のあり方に関する懇談会」によると、自分が余命6カ月以

内の末期状態の患者になった場合、「療養の場」として63%の方が自宅を希望し

ており、利用者からの在宅医療に対するニーズが高いことがうかがえる。（図3）

またそれを裏付ける結果として、事業所に対してサービスの提供を待っている利

用者が多いことからも明らかであった。（次頁：図4参照）

【最新Topics】（増えない訪問看護ステーション）
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訪問看護サービスに対する

利用者のニーズは大

【図2：訪問看護受給者総数】

厚生労働省「2006年-2009年介護給付費実態調査月報」調べ

【図3：療養及び看取りの希望場所】

平成20年厚労省「第1回終末期医療のあり方に関する懇談会」調べ
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利用者側のニーズが高いにもかかわらず、訪問看護サービスの拠点が増えない

原因として事業所側にあるのかを確かめるべく、実際に訪問看護ステーションを運

営している東京と大阪の事業所に対してヒアリングを実施した。（図4）

まずは経営状況についてであるが、いずれの事業所においても利用者側の引き

合いが強く経営環境としては引き続き好調であることが分かった。

次に、今後の展望について聞いたところ、いずれの事業所においても環境が整い

次第、事業を拡大する意思が強いことが分かった。

次に、「事業拡大に対して課題となっていることは」という質問に対しては、いずれ

の事業所も「看護師が採用できないこと」を挙げている。

つまり、利用者の需要に対して供給が追い付いておらず事業拡大を行いたいが

看護師採用が困難であることが看護ステーション数が伸び悩んでいる原因である

ことが今回のヒアリングによって分かった。

次に、訪問看護師になる看護師が尐ない原因について、実際に病院での看護

師勤務から訪問看護ステーションへ転職した経験のある看護師に職場環境の違

いについてヒアリングを行った。（図5）

その結果、病院では医師が近くにいるために患者との距離がそれほど近くなく、

精神的には比較的安心して看護できる半面、夜勤など働き方に融通が聞かな

い部分がある。

一方、訪問看護ステーションは医師が近くにいないため、幅広い分野において看

護技術や患者とのコミュニケーション力が要求される半面、夜勤などがほとんどなく

自分のスケジュールで仕事をすることができるメリットがあることが分かった。

訪問看護サービスに対する

事業者側の

事業拡大ニーズも大

事業拡大を阻害する要因は

困難な看護師採用

訪問看護の職場は

病院と比べて一長一短

【図4：訪問看護実態調査結果】

A社（大阪府）の場合
看護師3名（常勤換算）

B社（東京都）の場合
看護師6名（常勤換算）

事業運営状況 横ばい傾向で利益は確保できている 事業好調のため、拡大傾向

今後の展望 もう1～2人は採用して事業を拡大したい
環境が整い次第、現状の2～3倍まで事業
拡大したい

利用者のニーズ
看護師1人当たり平均して午前中4件、午
後2件の訪問を行っているが、サービスを待っ
ている利用者が多い

訪問介護に比べて、訪問看護の事業所数
が尐ないため利用者のニーズは非常に高い

事業拡大に対
する課題

（常勤など）長く働いてもらえる看護師の採
用

訪問看護を担う看護師の頭数不足

当社訪問看護ステーションヒアリング調査より
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このように病院と訪問看護ステーションでは働き方が違う中、当社の持つ看護師

向け求人広告サービス「カンゴジョブ」の中で、2009年5月から7月にかけての訪問

看護ステーションの求人数に対する応募数の割合を算出したところ1.3％から

2.2％で推移しており、看護職種全体（7月：約10％）に比べて応募する割合が

尐なく、看護師にとって訪問看護サービスが転職の選択肢として映っていない可

能性が考えられる。（図6）

このように、訪問看護サービスが伸び悩む大きな要因として担い手となる看護師

不足があることが分かる。

在宅医療を推進することは国民医療費の圧縮にもつながるだけに、訪問看護

サービスに看護師が担い手として集まる仕組みを考える必要があると言える。

看護師の転職先としては映って

いない「訪問看護サービス」

訪問看護サービスが広がるため

には担い手となる看護師の人

材確保が不可欠

【図6：看護職求人案件に対する月別応募状況】

当社看護師向け求人広告サービス「カンゴジョブ」調べ

訪問看護師 看護職全体

2009年 5月 6月 7月 7月

応募数 7 13 10 約2,000

求人数 549 580 642 約20,000

応募率 1.3% 2.2% 1.6% 約10%

【図5：病院と訪問看護ステーションの職場環境の特徴】

病院 訪問看護ステーション

医師が近くにいるため、自分自身で判
断する機会は少ない

自分自身で判断するため、幅広い経
験と判断力が必要

患者と一定の距離で働く場合が多い患者とのコミュニケーション力が必要

2交代・3交代で夜間勤務する場合が
多い

比較的自分のスケジュールで勤務で
きる

入浴介助などの重労働もごくまれにあ
り

当社看護師ヒアリング調査より
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【シリーズ「採用の現場」】（第3回：看護師が大事にされているという雰囲気作り）

『看護師は病院にとってなくてはならない財産』（高橋看護担当副院長）と語る荻窪病院（東京都
杉並区）。そこで看護師採用及び定着の秘訣について看護管理室看護師採用担当の金原由美
さんに話を伺いました。

ɧɧ（聞き手：当社）看護師採用の現状は

（語り手：金原さん）当病院では、現在約220名の看

護師が在籍しております。昨年度は循環器病棟を立

ち上げた関係で80名近くを採用いたしまして、今年度

は欠員分の10～20名の採用を予定しております。

（ͨ人数はいずれも非常勤/夜勤専従も含んでの数字です。）

ɧɧ金原さんの所属する「看護管理室」とは

安全･安心な看護をご提供できるよう、配置人員計画・教

育・働きやすい環境づくりなど、看護部のすべてを運営・管理

する部署で、看護担当副院長・看護部長が統括しています。

看護師採用は以前は事務部で行っていましたが、07年より

採用担当を看護管理室内に置くことにより、迅速な採用ニー

ズの把握、求人活動、面接の設定が行えるようになり、採用

者の数・質ともに上がるようになりました。

ɧɧ病院の特徴について

創業から70年余り急性期病院として地域密着の医

療を行っておりましたが、07年にセコム提携病院となり、

心臓血管センターを開設するなどして地域の「超」急

性期病院を目指しています。患者さまもスタッフも増え、

今では院内全体に活気があふれています。

ɧɧ採用において気をつけていることは

就職は人生に関わること。求人情報についてはできる

だけ詳細に記載し、面接時にも福利厚生や給与、入

職までの手続きなど間違いのないように話しています。

当病院では看護師のみに適用の「赴任手当」や、「看

護師寮」「保育所」の利用、2交替・3交替の選択制、

メンタルサポート制度などがあるのですが、そうした「看

護師が大事にされている」環境がきちんと伝わるよう丁

寧にお話ししています。

また、ご見学時には当院の手厚い教育について、教育

担当副部長が直接お話するようにしています。

荻窪病院様看護部ブログ

ɧɧ入職後に気をつけていることは

ブログを開設するなど、入職前からアットホームな人

間関係が伝わるように努力していますが、入職後の

職場にうまく適応していただくために「新任者支援シス

テム」という制度を導入しています。職場生活と精神

面をサポートするメンターナース、知識・技術面での指

導を行う複数の支援ナースを配置し、新任者をサ

ポートしています。

また、「クリニカルラダーシステム（ͨ）」にもとづき、看

護実践能力・マネジメント能力などのスキルアップに力

を入れており、毎年の「目標管理システム」の中で指

導・評価を行い、その後のキャリアアップをサポートして

います。

ɧɧ「看護師を大切にすること」を採用の段階から、

入職後まで一貫して実践していることがよくわかりまし

た。ありがとうございました。

入職後定着の秘訣は教育体制の充実！

ͨ荻窪病院のクリニカルラダーシステム：パトリシア・ベナーの看護論を基
に、看護師が新人からエキスパートへと段階を踏んで臨床看護実践能力
を育成、評価していくためのツール。

看護師採用機能を持った「看護管理室」

判断してもらう情報を全て提示する！
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医療業界ベースデータ（1/2） ～業界における様々なデータを一覧化～

医療従事者の人材紹介及び求人広告を展開している当社の持つデータをもとに、医療従事者の転職状況
及びその推移を、「転職意向」「給与」「応募状況」の観点で毎号（隔月）掲載いたします。

転職活動に際して利用している媒体を調査
したところ、

モバイル求人サイト 38.1％
ハローワーク 33.4％
人材紹介 16.7％
合同就職フェア 16.4％

と続いており、携帯の利便性やハローワークの
ような地域求人の網羅性を活用した転職活
動をする看護師が多いことがうかがえます。

出所：当社看護師向け転職フェア「看護適職フェア」（2009年7月）の来場者アンケートより
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出所：当社看護師向け転職フェア「看護適職フェア」（2009年7月）の来場者アンケートより

転職に際して重視している項
目を調査したところ、

勤務地 61.2％
給与・手当 54.3％
勤務内容 29.7％
同僚・職場の雰囲気

26.6％

と続いており、「同僚・職場の
雰囲気」、「休日の取りやす
さ」、「教育制度」などで病院
側は特徴を伝える必要がある
と言えます。

転職活動時に利用している媒体（複数回答）

転職に際して重視している項目（複数回答）

上記「転職に際して重視している項
目」では「勤務地」が最も重視している
結果となっていますが、「転居を伴う転
職」について当社看護師向け転職フェ
アの開催会場別に調査したところ、

新宿・立川会場 48.5％
名古屋会場 42.8％
横浜会場 51.6％

という結果となっており、地域によっては
半数近くが条件次第では転居を伴う
転職を検討する余地があることが分か
ります。
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転居してもよい 条件次第 転居したくない
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医療業界ベースデータ（2/2） ～業界における様々なデータを一覧化～

看護師の求人案件から見る募集給与データを見
ると、

やや上昇傾向にあり、直近7月では前年同月対
比で100.7％という結果となっています。

出所：当社「全国看護師及び薬剤師求人案件調査」（2009年8月現在）

看護師平均月額募集給与推移('08/4～'09/7) 募集給与データ

求人案件応募状況データ

地域別看護師の求人案件に対する応募状況に
ついて全国平均を1とした際の指数で比較する
と、

北海道・東北地方 6.59

九州・沖縄地方 3.47

中国・四国地方 1.79

関東地方 0.94

近畿地方 0.88

となっており、地方の方が都心部に比べて求人案
件に対する応募数が多く、事業者から見て採用
しやすい状況がうかがえます。

2009年7月度地域別求人案件当たり応募指数（ͨ）
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出所：当社看護師向け求人サイト「カンゴジョブ」応募者及び求人案件情報より当社算出（2009年7月現在）

※求人案件当たり応募指数：当社看護師向け求人サイト「カンゴジョブ」における
正/准看護師の求人案件に対して同応募者数で割ったものを指数化したもの
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出所：当社看護師向け転職フェア「看護適職フェア」（2009年7月）の来場者アンケートより

転職希望施設を調査したところ、上位では

急性期病院（総合病院） 25.0％
診療所・クリニック 11.4％
急性期病院（国公立病院） 11.3％
急性期病院（大学病院） 9.4％
リハビリテーション病院 7.6％
療養型病院 7.5％

となっており、急性期病院に人気が集中する
結果となりました。

転職希望施設（単一回答）

Ӵ̬ Л


